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アンケートにご協力を頂き、誠にありがとうございました。 

 
今回のアンケート内容は、厚労省より、放課後等デイサービス一般に向けて作成された

ものです。内容は、日本全国の放課後等デイサービス共通項目のため、一部、当事業所に
は不適当かつ回答しにくいと感じられる項目（③、⑥）もあったかと思います。それぞれ
の項目ごとに、事業所コメントとしてカラフルの考え方も合わせて記載させて頂いており
ます。 
 カラフルは、「ご利用されているお子さんと親御さまと一緒に創っていく」という姿勢
をとても大切にしております。それは、親御さまとスタッフが話をしながら、1 つ 1 つ支
援を形にして行くことです。そのためには、対話が欠かせません。お忙しいとは思います
が、ぜひ、これからも、お話する時間を積極的に作って頂くようお願い申し上げます。ま
た、お気づきのことがございましたら、いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 
【総括】 
 昨年 6 月に開業し、早いもので、もう初年度が終わろうとしています。子どもたちもス
タッフも、毎日、伸び伸びと過ごすことができるのは、一重に保護者様のご理解とご協力
があればこそと、日々感謝しております。 
 今回のアンケート結果ですが、カラフルの運営方針である「選択と集中」が顕著に表れ
ていると感じています。残念ながら、誰にでも合う事業所は、結局、誰にもピッタリ合い
ません。すべてを満遍なくこなそうとすると、どれも中途半端になります。 
そういう意味で、カラフルの初年度は、「外出先やイベント内容など、新しいことへの

挑戦」がテーマでした。子どもたちは、新しい環境や人、経験をどんどん吸収し、強さと
自信、逞しさが感じられる場面が増えました。2024 年度は、「一生楽しめる遊びとの出会
い。深く、さらに一歩先へ」をテーマに、取り組んで行きたいと思っています。 
 余談ですが、カラフルの「遊び」には、勉強・仕事が含まれます。代表である松永自身
が、仕事も勉強も、夢中になれるものは、全て遊びだと考えているためです。ただ現状、
カラフルの勉強に対する支援が力不足であることも感じています。今後、勉強に対する支
援を強化できるようなプロジェクトを別途模索中です。 



また、カラフルの初年度成果として大きいのは、「越谷市教育員会の初めて認めた、出
席扱いとなる放課後等デイサービスになった」ことです（認定には、各学校の校長先生判
断が必要となります）。 
今後も、放課後等デイサービスの可能性を探求、開発しながら、子どもたちの無限の可

能性を信じ、たくさん笑って過ごしていきたいと思っています。最後になりますが、私た
ちを信じ、大切なお子さんを預けてくださっていることに心より感謝申し上げます。 
 
 

アンケート結果と事業所コメント 
基本的に長時間の場合は、外出する

ことを前提としております。そのた
め、事業所そのものの広さは、十分と
は言えないと思っています。しかし、
結果は、「はい」が 10 名とのことで、
概ねご満足頂けていると感じました。 
当事業所では、職員の専門性につい

て保有資格等を特に重要視しておりま
せん。むしろ、資格を保有することで
学ぶ謙虚さを失った職員を採用するこ
とのないように配慮しております。ま
た、専門職の前に、人として魅力的で

あることを採用の第一条件とさせて頂いております。ただし、専門職に必要な研修を順次
受講させており、資格取得のバックアップも積極的に取り組んでおります。 
 面談等の機会に、どのような専門職を求めていらっしゃるのか、具体的にお話頂けれ
ば、今後の採用人事の参考にさせて頂こうと考えております。 

当事業所は、バリアフリーを前提
として設計されておりません。ま
た、現状、バリアフリー設計を必要
とするお子さんの受入れも行ってお
りません。今後も、バリアフリー対
応より、家庭的な環境を大切にした

設えを継続して行きたいと思っています。 



当事業所の個別支援計画書は、児
童発達管理責任者が作成するという
より、全職員の協議により作成して
おります。 
また、当事業所の児童発達管理責

任者は、基礎資格が准看護士です。
そのため、医療的支援に関する内容を得意としております。ご相談をご希望の場合は、長
谷川宛にご連絡をお願い致します。 

当事業所では、 「ハレ(非日常）」と
「ケ（日常）」の視点を基にプログラム
設定をしております。 
土曜日・祝日を「ハレ」として、特別

なイベントや外出を設定し、平日の
「ケ」を潤すことができるように考えて

おります。 「ハレ」を通じた子どもたちの共有体験が、「ケ」における友情やチームワー
クを育み、居場所としての安心感につながります。 
当事業所が、週 3 日以上のご利用をお願いしている理由は、プログラム効果をより実感

して頂くためです。 
 当事業所では、どんどん外出し、
いろいろな方と交流する機会を作っ
ているため、取り立てて、放課後児
童クラブや児童館との交流を図る必
要性を感じておりません。 
また、当事業所に通っていらっし

ゃるお子さんのキャラクターから言っても、障害のあるなしを基準に交流先を選択する必
要性を感じません。 
もちろん、イベントとして魅力があり、面白そうなことであれば、ぜひ、協働企画とし

て交流を図っていきたいと思っています。 
できるだけ、分かりやすく、丁寧

な説明を心がけております。しか
し、制度や支援内容については、説
明内容が多岐に渡り一度で説明する
のが難しい状況もあります。そのた
め、都度、必要に応じて、説明を追

加し、定期的な面談を通して、情報を補足する形を取らせて頂いております。 
 ご不明点や気になることがあれば、お気軽にお問い合わせください。都度、対応させて
頂きます。 



 できるだけ、お子さんの状態や過ごし
方が伝わるよう、こまめなご連絡を心が
けております。ただ、こちらからお送り
する情報にも限りがありますので、ぜ
ひ、お子さんと直接お話をして、様子を
把握して頂ければと思います。 

 今後の課題として、一番、活動の様子が伝わりやすい写真を、もっとたくさんお送りで
きるようにしていきたいと考えております。そのために、今後、「写真共有に関する取り
決め」等、ご理解とご協力をお願いすることになると思いますので、その際は、お手数で
すが、ご対応頂けますよう、お願い申し上げます。 

「いいえ」とご回答頂いた方が、1
名いらっしゃいます。この 1 名につ
いては、大変重く受け止めておりま
す。 
 どのような点がご満足頂けていな
いのか把握できていないのですが、

今後も定期的な面談を通して、お話していくことで、求めていらっしゃる支援を提供でき
るよう、鋭意努力して参りたいと思います。 

 当事業所では、ご兄弟や保護者様が一
緒に参加できるイベントを定期的に開催
しております。その際、保護者様同士の
交流にもなっていると考えておりまし
た。 
しかし、今回のアンケート結果から、

別途、保護者会の開催希望があることがわかりました。早急に、保護者会の開催を計画し
ていきたいと考えております。近日中に、開催に向けたアンケートをお送りいたしますの
で、回答のご協力を宜しくお願い致します。 

苦情の対応責任者は、代表・松永とな
っております。もし、お気づきのことや
お話したいことがあれば、いつでも、
080-8839-2778（松永直通）にご連絡く
ださい。 
 苦情の内容や対応については、申立人

の意向に最大限配慮し、必要に応じて、個人情報を除く部分に関し、積極的に公表を心が
けて参りたいと思っております。 



当事業所では、情報伝達手段とし
て、主に LINE を活用しておりま
す。他の手段をご希望の場合は、ご
相談に応じさせて頂きたいと思いま
す。 

今回のアンケート結果は、保護者様
にお送りするとともに、HP に公表さ
せて頂きます。 
  

個人情報保護の対策は、電子文書
に関するものと物理文書の 2 つに分
けて対策を行っております。 
 物理文書は、紛失・盗難の危険性
があるため、契約書等の押印が必要
な書類以外、作成しないようにして

おります。また、電子文書は、セキュリティソフトの導入及び使用ツールの管理に努めて
おります。 

各種マニュアルは、作成・保持してお
りますが、保護者様への周知徹底は、不
足していると感じます。 
 今後、機会があれば、ご説明していき
たいと思っています。 

防災訓練の実施は、不足していると感
じております。24 年度以降、月 1 回の
ペースで、定期的に開催していきたいと
考えております。 
 また、防災センター等の博物館にも出
かけ、防災を楽しく学ぶ機会も作って行

きたいと思っております。 



 まずは、楽しんで通所して頂くこ
とが、最重要課題だと考えていま
す。今回、「どちらともいえない」が
1 名いらっしゃいました。楽しいと
感じることができない場所に通い続
けることは、お子さんのためになり

ません。面談を通してご相談頂くか、楽しんで通うことのできる他事業所の利用等、いろ
いろな選択肢をご検討頂ければと思います。 

支援に完成形はないと考えており
ます。ひとまず、ご満足頂くことが
できているようで、まずは一安心。  
しかし、この結果に甘んじること

なく、職員一人ひとりが鋭意努力を
続けていきたいと思っています。 

 
最後までお読みいただき、ありがとうございます。 


